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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　多数の液晶セルで構成された画像表示部と、前記画像表示部の信号ラインに入力される
駆動信号を供給する信号パッド部を具備して、前記パッド部は、前記信号ラインと接続さ
れた多数のパッドと、前記パッドと第１及び第２駆動電圧供給ラインとの間に形成されて
前記パッドに流入される静電気を前記第１及び第２駆動電圧供給ラインの方にバイパスさ
せる第１静電気防止回路と、フローティングゲートを持つ薄膜トランジスタを含んで前記
パッドに流入された静電気により前記パッドをショーティングバーと接続させて前記パッ
ドが前記静電気に対して等電位を形成させる第２静電気防止回路とを具備することを特徴
とする静電気防止のための液晶パネル。
【請求項２】
　前記第２静電気防止回路は、前記パッドに正常的な駆動信号が供給されればそのパッド
をショーティングバー及び他のパッドと絶縁されるようにして前記画像表示部の信号ライ
ンに供給されるようにすることを特徴とする請求項１記載の静電気防止のための液晶パネ
ル。
【請求項３】
　前記第２静電気防止回路は、前記ショーティングバーと接続された前記薄膜トランジス
タの第１端子と前記フローティングゲートとの間に接続された第１キャパシタと、前記パ
ッドと接続された前記薄膜トランジスタの第２端子と前記フローティングゲートとの間に
接続された第２キャパシタを更に具備することを特徴とする請求項１記載の静電気防止の
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ための液晶パネル。
【請求項４】
　前記パッドは、前記パッドから前記ショーティングバー除去のためのグラインディング
ラインの外方に伸張されて少なくとも一度折曲された後、前記パッドの下方に伸張された
連結ラインを通して前記第１静電気防止回路と前記第２静電気防止回路との間のノードと
接続されたことを特徴とする請求項１記載の静電気防止のための液晶パネル。
【請求項５】
前記パッドは、前記パッドから前記ショーティングバー除去のためのグラインディングラ
インの外方に伸張されて少なくとも一度折曲された後、前記パッドの下方に伸張された第
１連結ラインを通して前記第２静電気防止回路と接続され、前記パッドから前記グライン
ディングラインの外方に伸張されて少なくとも一度折曲された後、前記パッドの下方に伸
張された第２連結ラインを通して前記第１静電気防止回路と接続されたことを特徴とする
請求項１記載の静電気防止のための液晶パネル。
【請求項６】
　前記パッドは、前記ショーティングバーを除去するグラインディング工程により前記第
１静電気防止回路、第２静電気防止回路、及び前記画像表示部の信号ラインと電気的に分
離されることを特徴とする請求項４又は請求項５記載の静電気防止のための液晶パネル。
【請求項７】
　前記ノードと前記画像表示部の信号ラインとの間に接続されて電流を制限する少なくと
も一つの抵抗を更に具備することを特徴とする請求項５記載の静電気防止のための液晶パ
ネル。
【請求項８】
　前記第２連結ラインと前記画像表示部の信号ラインとの間に接続されて電流を制限する
少なくとも一つの抵抗を更に具備することを特徴とする請求項５記載の静電気防止のため
の液晶パネル。
【請求項９】
　前記パッドと前記ショーティングバーとの間に接続された少なくとも一つの抵抗を更に
具備することを特徴とする請求項１記載の静電気防止のための液晶パネル。
【請求項１０】
　前記パッド部は、前記画像表示部の信号ラインと外部の駆動回路を連結させる多数の連
結パッドで構成された連結パッド部と、前記液晶パネルの検査のために前記画像表示部の
信号ラインと接続された多数の検査パッドで構成された検査パッド部を具備して、前記第
２静電気防止回路は、前記検査パッドのそれぞれに接続されたことを特徴とする請求項１
記載の静電気防止のための液晶パネル。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は液晶パネルに関わり、特に、パッド部を介する静電気の流入を防止することがで
きる液晶パネルに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
通常の液晶表示装置は、電界を利用して液晶の光透過率を調節することにより画像を表示
するようになる。このために、液晶表示装置は、液晶セルがマトリックス形態に配列され
た液晶パネルと、液晶パネルを駆動するための駆動回路とを具備する。
【０００３】
液晶パネルは、相互対向して接合された薄膜トランジスタキアレイ基板及びカラーフィル
ターキアレイ基板と、二つの基板の一定なセルギャップ維持のためのスペーサと、そのセ
ルギャップに充填された液晶を具備する。
【０００４】
薄膜トランジスタキアレイ基板は、ゲートライン及びデータラインと、そのゲートライン
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とデータラインの交差部ごとにスイッチ素子として形成された薄膜トランジスタと、液晶
セル単位として形成されて薄膜トランジスタに接続された画素電極で構成される。ゲート
ラインとデータラインは、それぞれのパッド部を通して駆動回路からの信号を受信する。
薄膜トランジスタは、ゲートラインに供給されるスキャン信号に応答してデータラインに
供給される画素電圧信号を画素電極に供給する。
【０００５】
カラーフィルターキアレイ基板は、液晶セル単位として形成されたカラーフィルターと、
各各のカラーフィルターの間の区分及び外部光反射のためのブラックキマトリックスと、
液晶セルに共通的に基準電圧を供給する共通電極等から構成される。
【０００６】
液晶パネルは、薄膜トランジスタキアレイ基板とカラーフィルターキアレイ基板を別に製
作して合着した後、液晶を注入して完成するようになる。
【０００７】
このように完成された液晶パネルは、不良可否を検出するために、点灯検査などのような
検査過程を経るようになる。検査過程のために、液晶パネルは、図１及び図２に図示する
ように、テスト信号供給のための検査パッド部（８，１８，２０）を具備する。
【０００８】
図１に図示された液晶パネル(２)は、多数個の液晶セルが用意された画像表示部(４)と、
画像表示部(４)の外部領域に形成されて駆動回路(図示しない)と接続される連結パッド部
(６)と、検査過程で利用される検査パッド部(８)を具備する。
【０００９】
図１に図示された連結パッド部(６)は、画像表示部(４)の信号ラインと接続される。この
ような連結パッド部(６)は、外部駆動回路から供給される駆動信号を画像表示部(４)の信
号ラインに供給する。
【００１０】
検査パッド部(８)は、画像表示部(４)の信号ラインと接続される多数個の検査パッドを具
備して、連結パッド部(６)と分離して形成される。このような検査パッド部(８)は、液晶
パネル(２)の検査過程で供給されるテスト信号と、エイジング工程で供給されるバーイア
ス電圧を画像表示部(４)の信号ラインに供給するようになる。
【００１１】
図２に図示された液晶パネル(１２)は、多数個の液晶セルが用意された画像表示部(１４)
と、画像表示部(１４)の外部領域に形成されて駆動回路(図示しない)と接続される連結パ
ッド部(１６)と、検査過程で利用される検査パッド部(１８、２０)を具備する。
【００１２】
図２に図示された検査パッド部(１８，２０)は、画像表示部(１４)の信号ラインと接続さ
れる多数個の検査パッドを具備して、連結パッド部(１６)の両側に一体化されて形成され
る。このような検査パッド部(１４)は、液晶パネル(１２)の検査過程で供給されるテスト
信号と、エイジング工程で供給されるバーイアス電圧を画像表示部(１４)の信号ラインに
供給する。
【００１３】
実際に、検査パッド部は、図３に図示するように、多数個の検査パッド(３２)と、検査パ
ッド(３２)のそれぞれと接続される静電気防止回路(３６)を具備する。
【００１４】
図３に図示された検査パッド(３２)は、画像表示部の信号ラインと接続される。静電気防
止回路(３６)のそれぞれは、検査パッド(３２)と第１及び第２駆動電圧供給ライン(VSSL
、VDDL)の間に接続される。具体的に、静電気防止回路(３６)は、第１駆動電圧供給ライ
ン(VSSL)と検査パッド(３２)の出力段の間に接続された第１ダイオード(D１)と、検査パ
ッド(３２)の出力段と第２駆動電圧供給ライン(VDDL)の間に接続された第２ダイオード(D
２)で構成される。
【００１５】
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このような静電気防止回路(３６)は、検査パッド(３２)を通して静電気が流入される際に
駆動されて液晶パネルの内部に静電気が流入されずに第１及び第２駆動電圧供給ライン(V
DDL、VSSL)を経由してバイパスされるようにすることにより、液晶パネルの内部の画像表
示部を静電気から保護するようになる。
【００１６】
しかし、このような構成を持つ検査パッド部では、検査パッド(３２)が独立的に形成され
ることにより、その検査パッド(３２)の間に等電位を形成することができなくなる。これ
により、液晶パネルの製造工程及び検査過程で検査パッド(３２)を通して流入される静電
気が静電気防止回路(３６)と第１及び第２駆動電圧供給ライン(VDDL、VSSL)を通してまっ
たくバイパスされることができずに液晶パネルの内部に伝達される問題が発生するように
なる。
【００１７】
図４は、検査パッド部の他の構成を図示したものである。図４に図示された検査パッド部
は、多数個の検査パッド（４２）と、検査パッド（４２）のそれぞれと接続される静電気
防止回路(４６)と、検査パッド（４２）と共通接続されたショーティングバー(４４)を具
備する。
【００１８】
図４に図示された検査パッド(４２)は、画像表示部の信号ラインと接続され、ショーティ
ングバー(４４)に共通接続される。静電気防止回路(４６)は、検査パッド(４２)と第１及
び第２駆動電圧供給ライン(VSSL、VDDL)との間に接続される。具体的に、静電気防止回路
(４６)は、第１駆動電圧供給ライン(VSSL)と検査パッド(４２)の出力段との間に接続され
た第１ダイオード(D１)と、検査パッド(４２)の出力段と第２駆動電圧供給ライン(VDDL)
との間に接続された第２ダイオード(D２)で構成される。
【００１９】
このような静電気防止回路(４６)は、検査パッド(４２)を通して静電気が流入される際に
駆動されて液晶パネルの内部に静電気が流入されずに第１及び第２駆動電圧供給ライン(V
DDL、VSSL)を経由してバイパスされるようにする。これにより、静電気防止回路(４６)は
、液晶パネルの内部の画像表示部を静電気から保護するようになる。
【００２０】
特に、検査パッド(４２)は、ショーティングバー(４４)により等電位を形成する。これに
より、スクライビング工程で、ショーティングバー(４４)が除去される前まで検査パッド
（４２）に流入された静電気は、等電位を形成する検査パッド(４２)に拡散することによ
り、静電気防止回路(３６)と第１及び第２駆動電圧供給ライン(VDDL、VSSL)を通してより
早くバイパスされる。
【００２１】
しかし、図４に図示された検査パッド部は、スクライビング工程でショーティングバー(
４４)が除去された以後には、図３に図示されたように、検査パッド(４２)が分離される
ので等電位を形成することができなくなる。これにより、スクライビング工程以後に遂行
される後続工程と点灯検査の間に、検査パッド(４２)を通して流入された静電気が静電気
防止回路(４６)と第１及び第２駆動電圧供給ライン(VDDL、VSSL)を通してまったくバイパ
スされることができずに液晶パネルの内部に伝達される問題が発生するようになる。
【００２２】
図５は、検査パッド部の他の構成を図示したものである。図５に図示された検査パッド部
は、多数個の検査パッド（５２）と、検査パッド（５２）のそれぞれと接続される静電気
防止回路(５６)と、検査パッド（５２）と共通接続されたショーティングバー(５４)と、
検査パッド（５２）のそれぞれとショーティングバー(５４)の間にそれぞれ接続された抵
抗(R)を具備する。
【００２３】
図５に図示された検査パッド(５２)は、画像表示部の信号ラインと接続され、抵抗(R)を
通してショーティングバー(５４)に共通接続される。静電気防止回路(５６)は、検査パッ



(5) JP 4080384 B2 2008.4.23

10

20

30

40

50

ド(５２)と第１及び第２駆動電圧供給ライン(VSSL、VDDL)との間に接続される。具体的に
、静電気防止回路(５６)は、第１駆動電圧供給ライン(VSSL)と検査パッド(５２)の出力段
の間に接続された第１ダイオード(D１)と、検査パッド(５２)の出力段と第２駆動電圧供
給ライン(VDDL)との間に接続された第２ダイオード(D２)で構成される。
【００２４】
このような静電気防止回路(５６)は、検査パッド(５２)を通して静電気が流入される際に
駆動されて液晶パネルの内部に静電気が流入されずに第１及び第２駆動電圧供給ライン(V
DDL、VSSL)を経由してバイパスされるようにする。これにより、静電気防止回路(５６)は
、液晶パネルの内部の薄膜トランジスタキアレイを静電気から保護するようになる。なお
、検査パッド(５２)に流入された静電気は、グラインディング工程でショーティングバー
(５４)が除去される前まで抵抗(R)を経由してショーティングバー(５４)にバイパスされ
る。
【００２５】
しかし、抵抗(R)を通した連結なので検査パッド(５２)に流入された静電気がショーティ
ングバー(５４)にバイパスされるには限界があり、液晶パネルの内部に伝達する問題が発
生するようになる。
【００２６】
【発明が解決しようとする課題】
このように、従来の検査パッド部は、静電気防止回路を利用して液晶パネル製造工程及び
検査過程から検査パッドに流入された静電気から液晶パネルの内部の薄膜トランジスタキ
アレイを効果的に保護することができなかった。
【００２７】
従って、本発明の目的は、パッドを通する静電気流入を防止することができる液晶パネル
を提供することにある。
【００２８】
【課題を解決するための手段】
　前記目的を達成するために、本発明に係る静電気防止のための液晶パネルは、多数の液
晶セルで構成された画像表示部と、画像表示部の信号ラインに入力される駆動信号を供給
する信号パッド部を具備し、パッド部が信号ラインと接続された多数のパッドと、パッド
と第１及び第２駆動電圧供給ラインとの間に形成されてパッドに流入される静電気を前記
第１及び第２駆動電圧供給ラインの方にバイパスさせる第１静電気防止回路と、フローテ
ィングゲートを持つ薄膜トランジスタを含んでパッドに流入された静電気によりパッドを
ショーティングバーと接続させてパッドが静電気に対して等電位を形成するようにする第
２静電気防止回路を具備することを特徴とする。
【００２９】
　ここで、第２静電気防止回路は、パッドに正常的な駆動信号が供給されれば、そのパッ
ドをショーティングバー及び他のパッドと絶縁されるようにして画像表示部の信号ライン
に供給されるようにすることを特徴とする。
【００３０】
　そして、第２静電気防止回路は、ショーティングバーと接続された薄膜トランジスタの
第１端子とフローティングゲートとの間に接続された第１キャパシタと、パッドと接続さ
れた薄膜トランジスタの第２端子と前記フローティングゲートとの間に接続された第２キ
ャパシタを更に具備することを特徴とする。
【００３２】
　この際に、パッドは、パッドからショーティングバー除去のためのグラインディングラ
インの外方へ伸張されて少なくとも一度折曲された後、パッドの下方へ伸張された連結ラ
インを通して第１静電気防止回路と第２静電気防止回路との間のノードと接続されたこと
を特徴とする。
【００３３】
　これとは異なり、パッドは、パッドからショーティングバー除去のためのグラインディ
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ングラインの外方へ伸張されて少なくとも一度折曲された後、パッドの下方へ伸張された
第１連結ラインを通して第２静電気防止回路と接続されて、パッドからグラインディング
ラインの外方へ伸張されて少なくとも一度折曲された後、パッドの下方へ伸張された第２
連結ラインを通して第１静電気防止回路と接続されたことを特徴とする。
【００３４】
　このようなパッドは、ショーティングバーを除去するグラインディング工程により第１
静電気防止回路、第２静電気防止回路、及び画像表示部の信号ラインと電気的に分離する
ことを特徴とする。
【００３５】
ここで、ノードと画像表示部の信号ラインとの間に接続されて電流を制限する少なくとも
一つの抵抗を更に具備することを特徴とする。
【００３６】
また、第２連結ラインと画像表示部の信号ラインとの間に接続されて電流を制限する少な
くとも一つの抵抗を更に具備することを特徴とする。
【００３７】
さらに、パッドとショーティングバーとの間に接続された少なくとも一つの抵抗を更に具
備することを特徴とする。
【００３８】
　このようなパッド部は、画像表示部の信号ラインと外部の駆動回路を連結させる多数の
連結パッドで構成された連結パッド部と、液晶パネル検査のために画像表示部の信号ライ
ンと接続された多数の検査パッドで構成された検査パッド部を具備して、第２静電気防止
回路は、検査パッドのそれぞれに接続されたことを特徴とする。
【００３９】
本発明に係る静電気防止のための液晶パネルは、パッド部に静電気が流入される際に第１
静電気防止回路と、フローティングゲートを持つ薄膜トランジスタを含む第２静電気防止
回路を駆動させる。これにより、パッドに流入された静電気が第１及び第２駆動電圧供給
ラインの方にバイパスされることと同時に、等電位を形成するショーティングバーの方に
バイパスされるようにすることにより静電気がパネルの内部に流入されて画像表示部を損
傷させることを防止することができるようになる。
【００４０】
【発明の実施の形態】
図６は、本発明の第１の実施の形態に係る静電気防止のための液晶パネルの検査パッド部
を図示したものである。図６に図示された検査パッド部は、多数個の検査パッド(６２)と
、検査パッド(６２)のそれぞれと第１及び第２駆動電圧供給ライン(VDDL、VSSL)との間に
接続された第１静電気防止回路(６８)と、検査パッド(６２)のそれぞれとショーティング
バー(６４)との間に接続された第２静電気防止回路(６９)を具備する。
【００４１】
検査パッド(６２)は、画像表示部(図示しない)の信号ラインと接続される。このような検
査パッド(６２)は、液晶パネルの点灯検査等のような検査過程でテスト信号を印加すると
同時に液晶パネルの安定化のためのエイジング(Aging)工程でバーイアス電圧を印加する
のに利用される。
【００４２】
第１静電気防止回路(６８)は、検査パッド(６２)と第１及び第２駆動電圧供給ライン(VSS
L、VDDL)との間に接続される。具体的に、第１静電気防止回路(６８)は、第１駆動電圧供
給ライン(VSSL)と検査パッド(６２)の出力段との間に接続された第１ダイオード(D１)と
、検査パッド(６２)の出力段と第２駆動電圧供給ライン(VDDL)との間に接続された第２ダ
イオード(D２)で構成される。
【００４３】
このような第１静電気防止回路(６８)は、検査パッド(６２)を通して静電気が流入される
際に駆動されて液晶パネルの内部に静電気が流入されずに第１及び第２駆動電圧供給ライ
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ン(VDDL、VSSL)を経由してバイパスされるようにする。これにより、第１静電気防止回路
(６２)は、液晶パネルの内部の画像表示部を静電気から保護するようになる。
【００４４】
第２静電気防止回路(６９)は、検査パッド(６２)とショーティングバー(６４)の間に接続
される。このような第２静電気防止回路(６９)は、検査パッド(６２)を通して高電圧の静
電気が流入される際に検査パッド(６２)をショーティングバー(６４)と接続させて他の検
査パッド(６２)と共に静電気に対して等電位が形成されるようにする。
【００４５】
これにより、検査パッド(６２)に流入された静電気を等電位を形成するショーティングバ
ー(６４)の方へバイパスされる。このために、第２静電気防止回路(６９)は、フローティ
ング状態のゲート端子と、検査パッド(６２)と接続されたソース端子と、ショーティング
バー(６４)と接続されたドレイン端子を具備するフローティングゲート薄膜トランジスタ
(FTFT)と、ゲート端子とドレイン端子の間に接続された第１キャパシタ(C１)と、ゲート
端子とソース端子の間に接続された第２キャパシタ(C２)を具備する。
【００４６】
フローティングゲート薄膜トランジスタ(FTFT)において、ゲート端子は、バーイアス(Bia
s)ラインに連結されないフローティング状態を維持することによりソース端子又はドレイ
ン端子の電圧によって変動される。すなわち、フローティングゲート電圧(Vg)は、次式の
ように、ドレイン-ソースの間の電圧(Vds)と比例関係を持つようになり、その比例の程度
は、第１及び第２キャパシタ(C１、C２)の容量によって決まる。
【００４７】
【数１】

【００４８】
これにより、検査パッド(６２)を通して静電気が流入されてソース端子に高電圧が印加さ
れる際に、ゲート電圧が上昇してフローティングゲート薄膜トランジスタ(FTFT)がターン
オンされる。すなわち、フローティングゲート薄膜トランジスタ(FTFT)は、ドレイン-ソ
ースの間の電圧(Vds)として、図７に図示されたグラフのA及びC領域のように、数百V以上
の高電圧が印加される際に、チャンネル抵抗値が著しく減るようになりターンオンされる
。これにより、検査パッド(６２)に流入された静電気がターンオンされたフローティング
ゲート薄膜トランジスタ(FTFT)を通してショーティングバー(６４)の方へバイパスされる
。
【００４９】
これとは異なり、検査パッド(６２)を通して正常駆動電圧が供給される際に、フローティ
ングゲート薄膜トランジスタ(FTFT)はターンオフされる。すなわち、フローティングゲー
ト薄膜トランジスタ(FTFT)は、ドレイン-ソースの間の電圧(Vds)として、図７に図示され
たグラフのB領域のように、正常駆動電圧(-2０V＜Vds＜2０V)が印加される際に、数Ｍル
レベルのチャンネル抵抗を維持してターンオフされる。これにより、検査パッド(６２)に
供給された正常駆動電圧が画像表示部の方に供給されることができるようになる。
【００５０】
このように、図５に図示された検査パッド部では、検査パッド(６２)に静電気が流入され
る際に、第１静電気防止回路(６８)及び第２静電気防止回路(６９)が駆動されて、静電気
は、第１及び第２駆動電圧供給ライン(VSSL、VDDL)の方へバイパスされると共にショーテ
ィングバー(６４)の方へバイパスされるようになる。これにより、検査パッド(６２)を通
す静電気が液晶パネルの内部に流入されることを防止して静電気から画像表示部を保護す
ることができるようになる。
【００５１】
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特に、検査パッド(６２)は、一体に製作された多数の液晶パネルをスクライビングライン
(SCL)に沿って個別的に分離し出すスクライビング工程以後にも第２静電気防止回路(６９
)を通してショーティングバー(６４)に連結された構造をもつようになる。これにより、
スクライビング工程以後の検査過程でも検査パッド(６２)を通する静電気流入を第１及び
第２静電気防止回路(６８，６９)により遮断することができるようになる。
【００５２】
そして、検査パッド(６２)は、グラインディングライン(GRL)に沿ってショーティングバ
ー(６４)を除去するグラインディング工程で第１及び第２静電気防止回路(６８，６９)及
び画像表示部の信号ラインと電気的に分離される。このために、第１及び第２静電気防止
回路(６８，６９)の間のノード(N１)と検査パッド(６２)を電気的に連結する連結ライン(
６６)は、検査パッド(６２)の上方へ伸張された後、グラインディングライン(GRL)の外側
で２回折曲されて下方へ伸張されて、検査パッド(６２)の下に位置するノード(N１)と接
続するようになる。
【００５３】
これにより、前記連結ライン(６６)は、グラインディング工程により開放されることで、
検査パッド(６２)が画像表示部の信号ラインと電気的に分離することと同時に第１及び第
２静電気防止回路(６８，６９)と電気的に分離される。このように、検査パッド(６２)が
電気的に分離することで、グラインディング工程以後に検査パッド(６２)を通した静電気
流入は遮断される。
【００５４】
図８Ａは、本発明の第２の実施の形態に係る静電気防止のための液晶パネルの検査パッド
部を図示したもので、図８Ｂは、グラインディング工程以後の検査パッド部を図示したも
のである。
【００５５】
図８Ａに図示された検査パッド部は、図６に図示された検査パッド部と比較する際、第１
及び第２静電気防止回路（８８，８９）の間に抵抗(R)が加えられたことを除外しては同
一な構成要素を具備する。
【００５６】
検査パッド(８２)は、画像表示部(図示しない)の信号ラインと接続される。このような検
査パッド(８２)は、液晶パネルの点灯検査等のような検査過程でテスト信号を印加すると
同時に液晶パネルの安定化のためのエイジング(Aging)工程でバーイアス電圧を印加する
のに利用される。
【００５７】
第１静電気防止回路(８８)は、検査パッド(８２)と第１及び第２駆動電圧供給ライン(VSS
L、VDDL)の間に接続される。具体的に、第１静電気防止回路(８８)は、第１駆動電圧供給
ライン(VSSL)と検査パッド(８２)の出力段との間に接続された第１ダイオード(D１)と、
検査パッド(８２)の出力段と第２駆動電圧供給ライン(VDDL)との間に接続された第２ダイ
オード(D２)で構成される。
【００５８】
このような第１静電気防止回路(８８)は、検査パッド(８２)を通して静電気が流入される
際に駆動されて液晶パネルの内部に静電気が流入されずに第１及び第２駆動電圧供給ライ
ン(VDDL、VSSL)を経由してバイパスされるようにする。これにより、第１静電気防止回路
(８２)は、液晶パネルの内部の画像表示部を静電気から保護するようになる。
【００５９】
第２静電気防止回路(８９)は、検査パッド(８２)とショーティングバー(８４)との間に接
続される。このような第２静電気防止回路(８９)は、検査パッド(８２)を通して高電圧の
静電気が流入される場合、検査パッド(８２)をショーティングバー(８４)と接続させて、
他の検査パッド(８２)と共に静電気に対して等電位が形成されるようにする。
【００６０】
これにより、検査パッド(８２)に流入された静電気が等電位を形成するショーティングバ
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ー(８４)の方へバイパスされる。このために、第２静電気防止回路(８９)は、フローティ
ング状態のゲート端子と、検査パッド(８２)と接続されたソース端子と、ショーティング
バー(８４)と接続されたドレイン端子を具備するフローティングゲート薄膜トランジスタ
(FTFT)と、ゲート端子とドレイン端子との間に接続された第１キャパシタ(C１)と、ゲー
ト端子とソース端子の間に接続された第２キャパシタ(C２)を具備する。
【００６１】
フローティングゲート薄膜トランジスタ(FTFT)において、ゲート端子は、バーイアス(Bia
s)ラインに連結されないフローティング状態を維持することによりソース端子又はドレイ
ン端子の電圧によって変動される。すなわち、フローティングゲート電圧(Vg)は、前記し
た数式のように、ドレイン-ソースの間の電圧(Vds)と比例関係を持つようになり、その比
例の程度は、第１及び第２キャパシタ(C１、C２)の容量によって決まる。
【００６２】
これにより、検査パッド(８２)を通して静電気が流入されてソース端子に高電圧が印加さ
れる際に、ゲート電圧が上昇してフローティングゲート薄膜トランジスタ(FTFT)がターン
オンされる。すなわち、フローティングゲート薄膜トランジスタ(FTFT)はドレイン-ソー
スの間の電圧(Vds)として数百V以上の高電圧が印加される際に、チャンネル抵抗値が著し
く減るようになりターンオンされる。これにより、検査パッド(８２)に流入された静電気
がターンオンされたフローティングゲート薄膜トランジスタ(FTFT)を通してショーティン
グバー(８４)の方へバイパスされる。
【００６３】
これとは異なり、検査パッド(８２)を通して正常駆動電圧が供給される際に、フローティ
ングゲート薄膜トランジスタ(FTFT)はターンオフされる。すなわち、フローティングゲー
ト薄膜トランジスタ(FTFT)は、ドレイン-ソースの間の電圧(Vds)が正常駆動電圧(-2０V＜
Vds＜2０V)のの際に、数Ｍルレベルのチャンネル抵抗を維持してターンオフされる。これ
により、検査パッド(８２)に供給された正常駆動電圧が画像表示部の方に供給されること
ができるようになる。
【００６４】
このように、図８Ａに図示された検査パッド部では、検査パッド(８２)に静電気が流入さ
れる場合、第１静電気防止回路(８８)及び第２静電気防止回路(８９)が駆動されて、静電
気は、第１及び第２駆動電圧供給ライン(VSSL、VDDL)の方へバイパスされると共にショー
ティングバー(８４)の方へバイパスされるようになる。これにより、検査パッド(８２)を
通す静電気が液晶パネルの内部に流入されることを防止して、静電気から画像表示部を保
護することができるようになる。
【００６５】
第１及び第２静電気防止回路(８８，８９)との間に接続された抵抗(R)は電流を制限する
。これにより、検査パッド(８２)に流入された静電気が第１及び第２静電気防止回路(８
８，８９)を通して完全にバイパスされずに画像表示部の方に流入される際に、電流制限
用抵抗(R)により静電気による画像表示部への影響を最小化することができるようになる
。ここで、電流制限用抵抗(R)は１０Ｋル－１Ｍル範囲の抵抗値を持つことが好ましい。
【００６６】
検査パッド(８２)は、一体に製作された多数の液晶パネルをスクライビングライン(SCL)
を沿って個別的に分離し出すスクライビング工程以後にも、第２静電気防止回路(８９)を
通してショーティングバー(８４)に連結された構造を持つようになる。これにより、スク
ライビング工程以後の検査過程でも検査パッド(８２)を通す静電気流入を第１及び第２静
電気防止回路(８８，８９)により遮断することができるようになる。
【００６７】
そして、検査パッド(８２)は、グラインディングライン(GRL)に沿ってショーティングバ
ー(８４)を除去するグラインディング工程で、図８Ｂに図示するように、第１及び第２静
電気防止回路(８８，８９)及び画像表示部の信号ラインと電気的に分離される。
【００６８】
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このために、第１及び第２静電気防止回路(８８，８９)の間のノード(N１)と検査パッド(
８２)を電気的に連結する連結ライン(８６)は、検査パッド(８２)の上方へ伸張された後
、グラインディングライン(GRL)の外側で２回折曲されて下方へ伸張されて、検査パッド(
８２)の下に位置するノード(N１)と接続するようになる。
【００６９】
これにより、前記連結ライン(８６)は、グラインディング工程により開放されることで、
検査パッド(８２)が画像表示部の信号ラインと電気的に分離することと同時に第１及び第
２静電気防止回路(８８、８９)と電気的に分離される。このように検査パッド(８２)が電
気的に分離することで、グラインディング工程以後に検査パッド(８２)を通した液晶パネ
ルの内部への静電気流入は遮断される。
【００７０】
図９は、本発明の第３の実施の形態に係る静電気防止のための液晶パネルの検査パッド部
を図示したものである。図９に図示された検査パッド部は、図８Ａに図示された検査パッ
ド部と比較する際、電流制限用抵抗(R)の形成位置が第１静電気防止回路(９８)と画像表
示部の信号ライン(図示しない)との間で変更されたことを除外しては同一な構成要素を具
備する。
【００７１】
検査パッド(９２)は、画像表示部(図示しない)の信号ラインと接続される。このような検
査パッド(９２)は、液晶パネルの点灯検査等のような検査過程でテスト信号を印加すると
同時に液晶パネルの安定化のためのエイジング(Aging)工程でバーイアス電圧を印加する
のに利用される。
【００７２】
第１静電気防止回路(９８)は、検査パッド(９２)と第１及び第２駆動電圧供給ライン(VSS
L、VDDL)との間に接続される。具体的に、第１静電気防止回路(９８)は、第１駆動電圧供
給ライン(VSSL)と検査パッド(９２)の出力段との間に接続された第１ダイオード(D１)と
、検査パッド(９２)の出力段と第２駆動電圧供給ライン(VDDL)との間に接続された第２ダ
イオード(D２)で構成される。
【００７３】
このような第１静電気防止回路(９８)は、検査パッド(９２)を通して静電気が流入される
際に駆動されて液晶パネルの内部に静電気が流入されずに第１及び第２駆動電圧供給ライ
ン(VDDL、VSSL)を経由してバイパスされるようにする。これにより、第１静電気防止回路
(９２)は、液晶パネルの内部の画像表示部を静電気から保護するようになる。
【００７４】
第２静電気防止回路(９９)は、検査パッド(９２)とショーティングバー(９４)との間に接
続される。このような第２静電気防止回路(９９)は、検査パッド(９２)を通して高電圧の
静電気が流入される際に、検査パッド(９２)をショーティングバー(９４)と接続させて他
の検査パッド(９２)と共に静電気に対して等電位が形成されるようにする。
【００７５】
これにより、検査パッド(９２)に流入された静電気が等電位を形成するショーティングバ
ー(９４)の方へバイパスされる。このために、第２静電気防止回路(９９)は、フローティ
ング状態のゲート端子と、検査パッド(９２)と接続されたソース端子と、ショーティング
バー(９４)と接続されたドレイン端子を具備するフローティングゲート薄膜トランジスタ
(FTFT)と、ゲート端子とドレイン端子との間に接続された第１キャパシタ(C１)と、ゲー
ト端子とソース端子との間に接続された第２キャパシタ(C２)を具備する。
【００７６】
フローティングゲート薄膜トランジスタ(FTFT)において、ゲート端子は、バーイアス(Bia
s)ラインに連結されないフローティング状態を維持することによりソース端子又はドレイ
ン端子の電圧によって変動される。すなわち、フローティングゲート電圧(Vg)は、前記し
た数式のように、ドレイン-ソースの間の電圧(Vds)と比例関係を持つようになり、その比
例の程度は、第１及び第２キャパシタ(C１、C２)の容量によって決まる。
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【００７７】
これにより、検査パッド(９２)を通して静電気が流入されてソース端子に高電圧が印加さ
れる際に、ゲート電圧が上昇してフローティングゲート薄膜トランジスタ(FTFT)がターン
オンされる。すなわち、フローティングゲート薄膜トランジスタ(FTFT)はドレイン-ソー
スの間の電圧(Vds)として数百V以上の高電圧が印加される際に、チャンネル抵抗値が著し
く減るようになりターンオンされる。これにより、検査パッド(９２)に流入された静電気
がターンオンされたフローティングゲート薄膜トランジスタ(FTFT)を通してショーティン
グバー(９４)の方へバイパスされる。
【００７８】
これとは異なり、検査パッド(９２)を通して正常駆動電圧が供給される際に、フローティ
ングゲート薄膜トランジスタ(FTFT)はターンオフされる。すなわち、フローティングゲー
ト薄膜トランジスタ(FTFT)は、ドレイン-ソースの間の電圧(Vds)が正常駆動電圧(-2０V＜
Vds＜2０V)のの際に、数Ｍル水準のチャンネル抵抗を維持してターンオフされる。これに
より、検査パッド(９２)に供給された正常駆動電圧が画像表示部の方に供給されることが
できるようになる。
【００７９】
このように、図９に図示された検査パッド部では検査パッド(９２)に静電気が流入される
際に、第１静電気防止回路(９８)及び第２静電気防止回路(９９)が駆動されて、静電気は
第１及び第２駆動電圧供給ライン(VSSL、VDDL)の方へバイパスされると共にショーティン
グバー(９４)の方へバイパスされるようになる。
【００８０】
これにより、検査パッド(９２)を通す静電気が液晶パネルの内部に流入されることを防止
して、静電気から画像表示部を保護することができるようになる。第２静電気防止回路(
９９)と画像表示部の信号ラインとの間に接続された抵抗(R)は電流を制限する。これによ
り、検査パッド(９２)に流入された静電気が第１及び第２静電気防止回路(９８，９９)を
通して完全にバイパスされずに画像表示部の方に流入される場合、電流制限用抵抗(R)に
より静電気による画像表示部への影響を最小化することができるようになる。
【００８１】
ここで、電流制限用抵抗(R)は１０Ｋル?１Ｍル範囲の抵抗値を持つことが好ましい。この
ような電流制限用抵抗(R)を第１及び第２静電気防止回路(９８，９９)の間にさらに追加
する場合、画像表示部に対する静電気影響をさらに最小化することができる。
【００８２】
検査パッド(９２)は、一体に製作された多数の液晶パネルをスクライビングライン(SCL)
に沿って個別的に分離し出すスクライビング工程以後にも第２静電気防止回路(９９)を通
してショーティングバー(９４)に連結された構造を持つようになる。これにより、スクラ
イビング工程以後の検査過程でも検査パッド(９２)を通す静電気流入を第１及び第２静電
気防止回路(９８，９９)により遮断することができるようになる。
【００８３】
そして、検査パッド(９２)は、グラインディングライン(GRL)に沿ってショーティングバ
ー(９４)を除去するグラインディング工程で第１及び第２静電気防止回路(９８，９９)及
び画像表示部の信号ラインと電気的に分離される。このために、第１及び第２静電気防止
回路(９８，９９)の間のノード(N１)と検査パッド(９２)を電気的に連結する連結ライン(
９６)は検査パッド(９２)の上方へ伸張された後、グラインディングライン(GRL)の外側で
２回折曲されて下方へ伸張されて、検査パッド(９２)の下に位置するノード(N１)と接続
するようになる。
【００８４】
これにより、前記連結ライン(９６)は、グラインディング工程により開放されることで、
検査パッド(９２)が画像表示部の信号ラインと電気的に分離することと同時に第１及び第
２静電気防止回路(９８、９９)と電気的に分離される。このように検査パッド(９２)が電
気的に分離することで、グラインディング工程以後に検査パッド(９２)を通した液晶パネ
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ルの内部への静電気流入は遮断される。
【００８５】
図１０は、本発明の第４の実施の形態に係る静電気防止のための液晶パネルの検査パッド
部を図示したものである。図１０に図示された検査パッド部は、図６に図示された検査パ
ッド部と比較する際、検査パッド(１０２)が第２静電気防止回路（１０９）以外にも抵抗
(R)を通してショーティングバー（１０４）と接続されたことを除外しては同一な構成要
素を具備する。
【００８６】
検査パッド(１０２)は、画像表示部(図示しない)の信号ラインと接続される。このような
検査パッド(１０２)は、液晶パネルの点灯検査等のような検査過程でテスト信号を印加す
ると同時に液晶パネルの安定化のためのエイジング(Aging)工程でバーイアス電圧を印加
するのに利用される。
【００８７】
第１静電気防止回路(１０８)は、検査パッド(１０２)と第１及び第２駆動電圧供給ライン
(VSSL、VDDL)との間に接続される。具体的に、第１静電気防止回路(１０８)は、第１駆動
電圧供給ライン(VSSL)と検査パッド(１０２)の出力段との間に接続された第１ダイオード
(D１)と、検査パッド(１０２)の出力段と第２駆動電圧供給ライン(VDDL)との間に接続さ
れた第２ダイオード(D２)で構成される。
【００８８】
このような第１静電気防止回路(１０８)は、検査パッド(１０２)を通して静電気が流入さ
れる際に駆動されて液晶パネルの内部に静電気が流入されずに第１及び第２駆動電圧供給
ライン(VDDL、VSSL)を経由してバイパスされるようにする。これにより、第１静電気防止
回路(１０２)は液晶パネルの内部の画像表示部を静電気から保護するようになる。
【００８９】
第２静電気防止回路(１０９)は、検査パッド(１０２)とショーティングバー(１０４)との
間に接続される。このような第２静電気防止回路(１０９)は、検査パッド(１０２)を通し
て高電圧の静電気が流入される際に、検査パッド(１０２)をショーティングバー(１０４)
と接続させて、他の検査パッド(１０２)と共に静電気に対して等電位が形成されるように
する。
【００９０】
これにより、検査パッド(１０２)に流入された静電気が等電位を形成するショーティング
バー(１０４)の方へバイパスされる。このために、第２静電気防止回路(１０９)は、フロ
ーティング状態のゲート端子と、検査パッド(１０２)と接続されたソース端子と、ショー
ティングバー(１０４)と接続されたドレイン端子を具備するフローティングゲート薄膜ト
ランジスタ(FTFT)と、ゲート端子とドレイン端子との間に接続された第１キャパシタ(C１
)と、ゲート端子とソース端子との間に接続された第２キャパシタ(C２)を具備する。
【００９１】
フローティングゲート薄膜トランジスタ(FTFT)において、ゲート端子は、バーイアス(Bia
s)ラインに連結されないフローティング状態を維持することによりソース端子又はドレイ
ン端子の電圧によって変動される。すなわち、フローティングゲート電圧(Vg)は、前記し
た数式のように、ドレイン-ソースの間の電圧(Vds)と比例関係を持つようになり、その比
例の程度は、第１及び第２キャパシタ(C１、C２)の容量によって決まる。
【００９２】
これにより、検査パッド(１０２)を通して静電気が流入されてソース端子に高電圧が印加
される際に、ゲート電圧が上昇してフローティングゲート薄膜トランジスタ(FTFT)がター
ンオンされる。すなわち、フローティングゲート薄膜トランジスタ(FTFT)は、ドレイン-
ソースの間の電圧(Vds)として、数百V以上の高電圧が印加される際に、チャンネル抵抗値
が著しく減るようになりターンオンされる。
【００９３】
これにより、検査パッド(１０２)に流入された静電気がターンオンされたフローティング
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ゲート薄膜トランジスタ(FTFT)を通してショーティングバー(１０４)の方へバイパスされ
る。これと共に、検査パッド(１０２)に流入された静電気は、抵抗(R)を通してショーテ
ィングバー(１０４)にバイパスされることで、静電気はより速かにバイパスされることが
できるようになる。
【００９４】
これとは異なり、検査パッド(１０２)を通して正常駆動電圧が供給される場合、フローテ
ィングゲート薄膜トランジスタ(FTFT)はターンオフされる。すなわち、フローティングゲ
ート薄膜トランジスタ(FTFT)は、ドレイン-ソースの間の電圧(Vds)が正常駆動電圧(-2０V
＜Vds＜2０V)のの際に、数Ｍル水準のチャンネル抵抗を維持してターンオフされる。これ
により、検査パッド(１０２)に供給された正常駆動電圧が画像表示部の方に供給されるこ
とができるようになる。
【００９５】
このように、図１０に図示された検査パッド部では、検査パッド(１０２)に静電気が流入
される場合、第１静電気防止回路(１０８)及び第２静電気防止回路(１０９)が駆動されて
、静電気は、第１及び第２駆動電圧供給ライン(VSSL、VDDL)の方へバイパスされると共に
ショーティングバー(１０４)の方へバイパスされるようになる。又、検査パッド(１０２)
に流入された静電気は、抵抗(R)を経由してショーティングバー(１０４)の方へバイパス
される。これにより、検査パッド(１０２)を通す静電気が液晶パネルの内部に流入される
ことを防止して、静電気から画像表示部を保護することができるようになる。
【００９６】
検査パッド(１０２)は、一体に製作された多数の液晶パネルをスクライビングライン(SCL
)に沿って個別的に分離し出すスクライビング工程以後にも第２静電気防止回路(１０９)
及び抵抗(R)を通してショーティングバー(１０４)に連結された構造を持つようになる。
これにより、スクライビング工程以後の検査過程でも検査パッド(１０２)を通す静電気流
入を第１及び第２静電気防止回路(１０８，１０９)により遮断することができるようにな
る。
【００９７】
そして、検査パッド(１０２)は、グラインディングライン(GRL)に沿ってショーティング
バー(１０４)を除去するグラインディング工程で第１及び第２静電気防止回路(１０８、
１０９)、画像表示部の信号ラインと電気的に分離される。このために、第１及び第２静
電気防止回路(１０８，１０９)の間のノード(N１)と検査パッド(１０２)を電気的に連結
する連結ライン(１０６)は、グラインディングライン(GRL)の外側で検査パッド(１０２)
から伸張されて検査パッド(１０２)の下に位置するノード(N１)と接続するようになる。
【００９８】
これにより、前記連結ライン(１０６)は、グラインディング工程により開放されることで
、検査パッド(１０２)が画像表示部の信号ラインと電気的に分離することと同時に第１及
び第２静電気防止回路(１０８、１０９)と電気的に分離される。このように検査パッド(
１０２)が電気的に分離することで、グラインディング工程以後に検査パッド(１０２)を
通した液晶パネルの内部への静電気流入は遮断される。
【００９９】
図１１Ａは、本発明の第５の実施の形態に係る静電気防止のための液晶パネルの検査パッ
ド部を図示したもので、図１１Ｂは、グラインディング工程以後の検査パッド部を図示し
たものである。図１１Ａに図示された検査パッド部は、図８Ａに図示された検査パッド部
と比較する際、第１及び第２静電気防止回路(１１８、１１９)が相互に異なる連結ライン
（１１５，１１６）を通して検査パッド(１１２)と接続されたことを除外しては同一な構
成要素を具備する。
【０１００】
検査パッド(１１２)は、画像表示部(図示しない)の信号ラインと接続される。このような
検査パッド(１１２)は、液晶パネルの点灯検査等のような検査過程でテスト信号を印加す
ると同時に液晶パネルの安定化のためのエイジング(Aging)工程でバーイアス電圧を印加
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するのに利用される。
【０１０１】
第１静電気防止回路(１１８)は、検査パッド(１１２)と第１及び第２駆動電圧供給ライン
(VSSL、VDDL)との間に接続される。具体的に、第１静電気防止回路(１１８)は、検査パッ
ド(１１２)と接続された第１連結ライン（１１５）と第１駆動電圧供給ライン(VSSL)との
間に接続された第１ダイオード(D１)と、検査パッド(１１２)に接続された第１連結ライ
ン（１１５）と第２駆動電圧供給ライン(VDDL)との間に接続された第２ダイオード(D２)
で構成される。
【０１０２】
このような第１静電気防止回路(１１８)は、検査パッド(１１２)を通して静電気が流入さ
れる際に駆動されて液晶パネルの内部に静電気が流入されずに第１及び第２駆動電圧供給
ライン(VDDL、VSSL)を経由してバイパスされるようにする。これにより、第１静電気防止
回路(１１８)は、液晶パネルの内部の画像表示部を静電気から保護するようになる。
【０１０３】
第２静電気防止回路(１１９)は、検査パッド(１１２)とショーティングバー(１１４)との
間に接続される。このような第２静電気防止回路(１１９)は、検査パッド(１１２)を通し
て高電圧の静電気が流入される場合、検査パッド(１１２)をショーティングバー(１１４)
と接続させて、他の検査パッド(１１２)と共に静電気に対して等電位が形成されるように
する。これにより、検査パッド(１１２)に流入された静電気が等電位を形成するショーテ
ィングバー(１１４)の方へバイパスされる。
【０１０４】
このために、第２静電気防止回路(１１９)は、フローティング状態のゲート端子と、検査
パッド(１１２)と第２連結ライン（１１６）を通して接続されたソース端子と、ショーテ
ィングバー(１１４)と接続されたドレイン端子を具備するフローティングゲート薄膜トラ
ンジスタ(FTFT)と、ゲート端子とドレイン端子との間に接続された第１キャパシタ(C１)
と、ゲート端子とソース端子との間に接続された第２キャパシタ(C２)を具備する。
【０１０５】
フローティングゲート薄膜トランジスタ(FTFT)において、ゲート端子は、バーイアス(Bia
s)ラインに連結されないフローティング状態を維持することによりソース端子又はドレイ
ン端子の電圧により変動される。すなわち、フローティングゲート電圧(Vg)は、前記した
数式のように、ドレイン-ソースの間の電圧(Vds)と比例関係を持つようになり、その比例
の程度は、第１及び第２キャパシタ(C１、C２)の容量によって決まる。
【０１０６】
これにより、検査パッド(１１２)を通して静電気が流入されてソース端子に高電圧が印加
される際に、ゲート電圧が上昇してフローティングゲート薄膜トランジスタ(FTFT)がター
ンオンされる。すなわち、フローティングゲート薄膜トランジスタ(FTFT)は、ドレイン-
ソースの間の電圧(Vds)として数百V以上の高電圧が印加される際に、チャンネル抵抗値が
著しく減るようになりターンオンされる。これにより、検査パッド(１１２)に流入された
静電気がターンオンされたフローティングゲート薄膜トランジスタ(FTFT)を通してショー
ティングバー(１１４)の方へバイパスされる。
【０１０７】
これとは異なり、検査パッド(１１２)を通して正常駆動電圧が供給される際に、フローテ
ィングゲート薄膜トランジスタ(FTFT)はターンオフされる。すなわち、フローティングゲ
ート薄膜トランジスタ(FTFT)は、ドレイン-ソースの間の電圧(Vds)が正常駆動電圧(-2０V
＜Vds＜2０V)の場合、数Ｍル水準のチャンネル抵抗を維持してターンオフされる。これに
より、検査パッド(１１２)に供給された正常駆動電圧が画像表示部の方に供給されること
ができるようになる。
【０１０８】
このように、図１１Ａに図示された検査パッド部では、検査パッド(１１２)に静電気が流
入される場合、第１静電気防止回路(１１８)及び第２静電気防止回路(１１９)が駆動され
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て、静電気は第１及び第２駆動電圧供給ライン(VSSL、VDDL)の方へバイパスされると共に
ショーティングバー(１１４)の方へバイパスされるようになる。これにより、検査パッド
(１１２)を通した静電気が液晶パネルの内部に流入されることを防止して、静電気から画
像表示部を保護することができるようになる。
【０１０９】
検査パッド（１１２）と第１静電気防止回路(１１８)との間に接続された抵抗(R)は電流
を制限する。これにより、検査パッド(１１２)に流入された静電気が第１及び第２静電気
防止回路(１１８，１１９)を通して完全にバイパスされずに画像表示部の方に流入される
際に、電流制限用抵抗(R)により静電気による画像表示部への影響を最小化することがで
きるようになる。ここで、電流制限用抵抗(R)は１０Ｋル?１Ｍル範囲の抵抗値を持つこと
が好ましい。
【０１１０】
検査パッド(１１２)は、一体に製作された多数の液晶パネルをスクライビングライン(SCL
)に沿って個別的に分離し出すスクライビング工程以後にも第２静電気防止回路(１１９)
を通してショーティングバー(１０４)に連結された構造を持つようになる。これにより、
スクライビング工程以後の検査過程でも検査パッド(１１２)を通す静電気流入を第１及び
第２静電気防止回路(１１８，１１９)により遮断することができるようになる。
【０１１１】
そして、検査パッド(１１２)は、グラインディングライン(GRL)に沿ってショーティング
バー(１１４)を除去するグラインディング工程で、図１１Ｂに図示するように、第１及び
第２静電気防止回路(１１８、１１９)、画像表示部の信号ライン（図示されない）と電気
的に分離される。
【０１１２】
このために、第１静電気防止回路(１１８)と検査パッド(１１５)を連結させる第１連結ラ
イン(１１５)は、検査パッド(１１２)の上方へ伸張された後、グラインディングライン(G
RL)の外側で折曲されて下方へ伸張されて、検査パッド(１１２)の下に位置する第１静電
気防止回路(１１８)と接続するようになる。
【０１１３】
第２静電気防止回路(１１９)と検査パッド(１１２)を連結させる第２連結ライン(１１６)
は、検査パッド(１１２)の上方へ伸張された後、グラインディングライン(GRL)の外側で
折曲されて下方へ伸張されて、検査パッド(１１２)の下に位置する第２静電気防止回路(
１１９)と接続するようになる。
【０１１４】
これにより、第１及び第２連結ライン(１１５，１１６)はグラインディング工程により開
放されることで、検査パッド(１１２)が画像表示部の信号ラインと電気的に分離すること
と同時に第１及び第２静電気防止回路(１１８、１１９)と電気的に分離される。このよう
に検査パッド(１１２)が電気的に分離することで、グラインディング工程以後に検査パッ
ド(１１２)を通した液晶パネルの内部への静電気流入は遮断される。
【０１１５】
【発明の効果】
上述したように、本発明による静電気防止のための液晶パネルは、パッド部で静電気が流
入される場合、第１静電気防止回路と、フローティングゲート薄膜トランジスタを含む第
２静電気防止回路を駆動させる。これにより、パッドに流入された静電気が第１及び第２
駆動電圧供給ラインの方にバイパスされることと同時に等電位を形成するショーティング
バーの方にバイパスされるようにすることで、静電気がパネルの内部に流入されて画像表
示部を損傷させることを防止することができるようになる。
【０１１６】
以上説明した内容を通して当業者であれば本発明の技術思想を一脱しない範囲で多様な変
更及び修正が可能である。
【図面の簡単な説明】
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【図１】　一般的な検査パッド部を持つ液晶パネルを概略的に図示した平面図である。
【図２】　他の検査パッド部を持つ液晶パネルを概略的に図示した平面図である。
【図３】　従来の静電気防止回路を含む検査パッド部を図示した図面である。
【図４】　従来の静電気防止回路を含む他の検査パッド部を図示した図面である。
【図５】　従来の静電気防止回路を含む他の検査パッド部を図示した図面である。
【図６】　本発明の第１の実施の形態による液晶パネルの検査パッド部を図示した図面で
ある。
【図７】　図６に図示されたフローティングゲート薄膜トランジスタの動作電圧の範囲を
図示したグラフである。
【図８Ａ】　本発明の第２の実施の形態による液晶パネルの検査パッド部を図示した図面
で、
【図８Ｂ】　グラインディング工程後、図８Ａに図示された検査パッド部を図示した図面
である。
【図９】　本発明の第３の実施の形態による液晶パネルの検査パッド部を図示した図面で
ある。
【図１０】　本発明の第４の実施の形態による液晶パネルの検査パッド部を図示した図面
である。
【図１１Ａ】　本発明の第５の実施の形態による液晶パネルの検査パッド部を図示した図
面で、
【図１１Ｂ】　グラインディング工程後、図１１Ａに図示された検査パッド部を図示した
図面である。
【符号の説明】
２、１２：　液晶パネル、４、１４：　画像表示部、６、１６：　パッド部、８、１８、
２０：　検査パッド部、３２，４２，５２，６２，８２，９２，１０２，１１２：　検査
パッド、３６，４６，５６，６８，８８，９８，１０８，１１８：　静電気防止回路、６
９，８９，９９，１０９，１１９：　第２静電気防止回路、４４，５４，６４，８４，９
４，１０４，１１４：ショーティングバー、６６，８６，９６，１０６，１１６：　連結
ライン。
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